
合併に関する市民アンケート調査（報告）

　　　　｢北海道市町村合併推進構想（普及版）｣

　（4）同封資料　

　（2）調査対象　

　　　　平成18年10月23日現在20歳以上で、北広島市に住民登録がある方

　　　　から600名の方を無作為に抽出。

　（3）調査方法　

本年７月に「北海道市町村合併推進構想」を策定し、その中で合併に関する

考え方や合併の組合わせを提示しました。

　この調査は、市町村合併に対する市民の皆様の関心度や意向を把握し、

市政に反映させることを目的に実施しました。

　２.調査の実施要領

　（1）実施期間　

　　　　※回収締切日は、11月９日（木）としましたが、締切日以降にも調査票が返送

　　　　無記名調査票の郵送による配付と回収（返信用封筒同封）　

　　　　平成18年10月27日（金）～11月20日（月）

　　　　されてきたため、調査票の返送がなくなった11月20日を実締切日としました。

合併に関する市民アンケート調査結果

平成18年12月　北広島市

　　　　　このアンケート調査は20歳以上の市民600名の方々にお願いし、

　北海道は、「市町村の合併の特例等に関する法律（合併新法）」に基づき、･

　　　　320名の方々から回答（回答率53.3％）をいただきました。

　　　　　調査の結果を市民の皆様にお知らせします。

◎　調査の概要

　１.調査の目的
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

今回実施 平成14年度実施

アンケート対象者 600 600

回収状況 320 325

　 回収率 53.3% 54.2%

人数 割合 人　数 割　合 構成割合

無回答 - - 2 - 0.6%

20歳代 96 16.0% 33 34.4% 10.3%

30歳代 100 16.7% 37 37.0% 11.6%

40歳代 89 14.8% 49 55.1% 15.3%

50歳代 137 22.8% 80 58.4% 25.0%

60歳代 98 16.3% 67 68.4% 20.9%

70歳代以上 80 13.3% 52 65.0% 16.3%

計 600 100.0% 320 53.3% 100.0%

人数 割合 人　数 割　合 構成割合

無回答 - - 5 - 1.6%

北広島団地地区 177 29.5% 105 59.3% 32.8%

西の里地区 50 8.3% 22 44.0% 6.9%

大曲地区 163 27.2% 79 48.5% 24.7%

輪厚地区 35 5.8% 17 48.6% 5.3%

東部地区 175 29.2% 92 52.6% 28.8%

計 600 100.0% 320 53.3% 100.0%

アンケートの回収状況　

問１　あなたの年齢はおいくつですか。

問２　あなたが現在住んでいる地区はどちらですか。

年代別内訳
調査対象 回　答

地区別内訳
調査対象 回　答

　年代別回答率は、60歳代が68.4％と最も高く、概ね年代が低くなる
につれて、回答率が低くなっています。これは、前回（平成14年）行っ
た調査と同じ傾向が表れています。
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

選択肢 回答者数 構成割合

無回答 3 0.9%

5年未満 45 14.1%

5～10年 40 12.5%

10～20年 88 27.5%

20年以上 144 45.0%

計 320 100.0%

回答者数 構成割合 平成14年度実施 選択数上位

1 0.3% 0.3%

100 31.3% 29.2% 選択数２位

135 42.2% 37.2% 選択数１位

55 17.2% 17.6% 選択数３位

19 5.9% 6.8%

10 3.1% 8.9%

320 100.0% 100.0%

　市町村合併への関心については、｢関心がある31.3％｣｢ある程度関心がある42.2％｣
の２つをあわせると73.5％となっています。この設問は、前回調査時にも設けてお
り、前回と比べると｢関心がある/ある程度関心がある｣と答えた方の割合が増え、｢分か
らない｣と答えた方が少なくなっています。
　地区別に見てみると、北広島団地地区と西の里地区で｢関心がある/ある程度関心があ
る｣と答えた方が80％を超え、全市平均を大きく上回っています。また、概ね全地区と
も前回調査時よりも関心度が上がる結果となりました。

わからない

計

※住んでいる地区を無回答の方は除いています。

問４　あなたは、市町村合併について関心がありますか。

関心がある

ある程度関心がある

無回答

選択肢

問３　あなたは北広島市にお住まいになって何年経ちますか。

あまり関心がない

関心がない

地区別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北広島団地地区

西の里地区

大曲地区

輪厚地区

東部地区

市全体

関心がある/ある程度関心がある 関心がない/あまり関心がない 分からない 無回答
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※年代を無回答の方は除いています

　
　年代別に見てみると、50歳代以上で｢関心がある/ある程度関心がある｣と答えた方の
割合が高くなっています。30歳代で｢関心がある/ある程度関心がある｣と答えた方の割
合が、他の年代と比べると低くなっています。

※居住年数を無回答の方は除いています。

　
　居住年数別に見てみると、居住年数5～10年の方で｢関心がある/ある程度関心があ
る｣と答えた割合がやや低くなっています。

年代別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

市全体

関心がある/ある程度関心がある 関心がない/あまり関心がない 分からない

居住年数別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満

5～10年

10～20年

20年以上

市全体

関心がある/ある程度関心がある 関心がない/あまり関心がない 分からない
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

回答数 構成割合

25 7.8%

58 18.1%

10 3.1%

186 58.1%

8 2.5%

24 7.5%

9 2.8%

320 100.0%

選択肢 回答者数 構成割合

無回答 2 0.6%

賛成 40 12.5%

反対 183 57.2%

どちらとも言えない 95 29.7%

計 320 100.0%

　　政治が行われていると考える。 などがありました。

国の財政状況が悪化するなか、地方自治体において
も財政再建が迫られているから

地方分権により市町村の仕事が増えるから

●「北広島市・江別市・当別町・新篠津村」という組合せには、57.2％の方が反対
　
　「反対」と答えた方が、回答者の50％を上回る結果となりました。「反対」の理由
として「具体的な合併の効果がわからない（20.2％）」、「合併しなくても、行財政
改革や広域行政などの推進により自立した都市を目指すべきである（17.6％）｣、｢通
勤、通学、買い物など日常生活を営む範囲と異なっていることから、地域の一体感が薄
れてしまう（13.0％）｣が上位を占めていることから、今回の４市町村の組合せについ
て、違和感を持たれたことが感じ取れます。
　また、｢どちらとも言えない」と答えた方が30％近くいたこと、「反対」と答え、そ
の理由を「具体的な合併の効果がわからない（20.2％）」と答えた方が多かったこと
を見ると、今後行政を進めていく上では、今まで以上に情報の提供が必要となります。

わからない

少子高齢化の急速な進行が予想され、福祉・介護サー
ビスの充実が必要だから
自動車の普及や交通基盤の整備に伴い、住民の行動
範囲や生活範囲が広がったから

　合併が論議される理由としては、50％を超える方が｢国の財政状況が悪化するなか、
地方自治体においても財政再建が迫られているから｣を選択されました。

計

その他

選択肢　（１つを選択）

無回答

問５　市町村合併が論議される理由はどのようなものによると考えますか。

問６　北海道市町村合併推進構想では、「北広島市・江別市・当別町・新篠津村」
　　　という組合せが示されました。
　　　あなたは、合併新法の期間内（平成22年３月まで）に、この組合せで
　　　合併することについてどう考えますか。

※　その他の主な意見としては、①人口の減少傾向が続き、小規模自治体対策として。②地方切捨ての

無回答
2

賛成
40

どちら
とも言
えない
95

反対
183
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

※住んでいる地区を無回答の方は除いています。

　

※居住年数を無回答の方は除いています。

　全地区で「反対」と答えた方が50％を超えています。特に輪厚地区では、「反対」
が70％を超えています。

　30歳代を除き、各年代で「反対」と答えた方が、50％を超えています。
　30歳代は、「反対」と答えた方と「どちらとも言えない」と答えた方が同数となっ
ています。

※年代を無回答の方は除いています。

　居住年数５年未満を除き、「反対」と答えた方が50％を超えています。
　居住年数が増えるに従って、「反対」と答えた方の割合が高くなっています。
　特に20年以上居住された方では、「反対」が60％を超えています。

地区別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北広島団地地区

西の里地区

大曲地区

輪厚地区

東部地区

市全体

反対 どちらとも言えない 賛成 無回答

年代別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

市全体

反対 どちらとも言えない 賛成 無回答

居住年数別

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満

5～10年

10～20年

20年以上

市全体

反対 どちらとも言えない 賛成 無回答
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

回答数 構成割合 選択数上位

9 8.3%

16 14.8% 選択数３位

18 16.7% 選択数２位

13 12.0%

28 25.9% 選択数１位

4 3.7%

6 5.6%

7 6.5%

4 3.7%

2 1.9%

1 0.9%

108 100.0%

回答数 構成割合 選択数上位

35 7.4%

37 7.9%

36 7.6%

41 8.7%

61 13.0% 選択数３位

28 5.9%

2 0.4%

27 5.7%

83 17.6% 選択数２位

95 20.2% 選択数１位

26 5.5%

471 100.0%

公共料金など住民の負担が増加する

通勤、通学、買い物など日常生活を営む範囲と異なっていることから、地域
の一体感が薄れてしまう

選択肢　（３つまで選択可能）

税収の増加など歳入が増えることにより、財政が安定する

通勤、通学、買い物など日常生活を営む範囲が共通しているため、一体感
が感じられる

その他

計

市町村の名前が消えてしまうなど、今まで育ててきた地域の歴史、文化、伝
統が失われる

問７　「問６」で『賛成』とお答えいただいた方にお聞きします。
　　　合併に賛成する理由はなんですか。

利用可能な窓口や公共施設（図書館・スポーツ施設等）が増えることにより、
住民生活が便利になる

専任職員や組織の設置、専門職の増強などが可能となり、高度かつ多様な
行政サービスが受けられる

少子高齢社会に対応した福祉・介護サービスなどが安定的に提供され、そ
の充実が図られる

農業・商工業など地域産業が活性化する

新市の市役所や公共施設が遠くなり不便になる

農業・商工業など地域産業が衰退する

合併しなくても、行財政改革や広域行政などの推進により自立した都市を目
指すべきである

計

その他

具体的な合併の効果がわからない

合併前の各市町村の制度の違いによって、福祉や介護サービスなどの行政
サービスの質が低下する

合併後の新市の中心地域ばかりに公共施設などが集中して整備され、周辺
部と地域格差が生じる

市町村長や議員、職員数が減り、経費が節減できる

より大きな自治体の誕生で地域の存在感とイメージアップが図られる

選択肢　（３つまで選択可能）

保健福祉、都市計画、環境など広域的な調整や取組みを必要とする施策を
有効に展開できる

問８　「問６」で『反対』とお答えいただいた方にお聞きします。
　　　合併に反対する理由はなんですか。

行政区域の拡大、議員数減少によって、行政と住民の距離が拡大し、住民
の意見が反映されなくなる

具体的にはわからない
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

選択肢 回答者数 構成割合

無回答 16 5.0%

推進 39 12.2%

選択肢 151 47.2%

自立 89 27.8%

わからない 25 7.8%

計 320 100.0%

問９　あなたは、北広島市の合併についてどう考えますか。

　将来の合併について「選択肢の一つ」と答えた方が、全体の47.2％と最も多くなり
ました。

　問6の構想の組合せに対する設問で、構想に「賛成」と答えた方のうち、50％の方は
将来の合併に対する問にも、「積極的に推進すべき」と答える一方で、42.5％の方は
「将来の選択肢の一つ」又は「将来においても自立」と答えています。
　構想に「反対」と答えた方のうち、「将来においても自立」と答えた方は41.5％
で、「将来の選択肢の一つ」と答えた方は38.8％でした。
　また、構想で「どちらとも言えない」と答えた方のうち66.3％の方が、合併は「将
来の選択肢の一つ」と答えています。

問9で、『推進』または『将来の選択肢の一つ』とお答えいただいた方

（320名中190名）にお聞きしました。　

※アンケートの集計の際には、『推進』または『将来の選択肢の一つ』と回答した以外の

　方からも組合せについての回答があったため、集計に加えました。

わからな
い 25

自立 89

推進 39

無回答
16

選択肢
151

将来の合併に対する回答と構想に対する回答との相関

20

15

3

15

71

76

9

12

63

11

16

2

1

4

0 20 40 60 80 100 120 140 160

積極的に推進

選択肢の一つ

将来においても自立

わからない

無回答

将
来
の
合
併
に
対
す
る
回
答

構想に対する回答 賛成 反対 どちらとも言えない
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

回答者数 構成割合 回答者数 構成割合

無回答 1 0.5% 55 16.9%

江別・当別・新篠津 10 4.9% （構想の組合せ） 0 0.0%

南幌町・長沼町 21 10.3% 105 32.3%

江別市 4 2.0% 4 1.2%

札幌市 101 49.5% 80 24.6%

恵庭市 24 11.8% 30 9.2%

恵庭市・千歳市 31 15.2% 7 2.2%

その他 12 5.9% 44 13.6%

計 204 100.0% 325 100.0%

　　　　　　　その他の意見で、具体的な市町村名を挙げた組合せは、８通りありました。

　　　　　　①恵庭市・長沼町・南幌町（２名）　　

今回の結果 前回の結果（平成14年度）

問10　問９で『推進』または『将来の選択肢の一つ』とお答えいただいた方に
　　　 お聞きします。北広島市が合併を検討する場合は、あなたはどのような
         市町村との組合せがよいと考えますか。

選択肢

　　　　　　⑤恵庭市・南幌町　⑥恵庭市・長沼町　⑦江別市・長沼町・南幌町　⑧長沼町（各1名）

　　　　　　②江別市・恵庭市　③札幌市・江別市・当別町・新篠津村　④札幌市・江別市・恵庭市　

地区別

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市

恵庭市

0% 50% 100%

北広島団地地区

西の里地区

大曲地区

輪厚地区

東部地区

江別・当別・新篠津 南幌町・長沼町 江別市 札幌市 恵庭市 恵庭市・千歳市

年代別

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市

恵庭市・千歳市

0% 50% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

江別・当別・新篠津 南幌町・長沼町 江別市 札幌市 恵庭市 恵庭市・千歳市
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

　構想の組合せ「江別市・当別町・新篠津村」は、4.9％

●「札幌市」と答えた方が49.5％、

　　今回は、あらかじめ合併の組合せを６通り示し、その中から選択していただきました。６通り以外の組合せが

　　前回（平成14年度）は、北海道の策定した組合せパターン「北広島市・長沼町・南幌町」を選択するか、これ

※　前回の調査結果との比較に関する注意について

　　以外の組合せを回答する場合は、組合せの市町村名を記載していただく方法でした。

　「札幌市」の次に多かった組合せは、「恵庭市・千歳市15.2％」で、この組合

せが実現しますと人口20万人を超える市となり、 「特例市」(注釈)の人口要件を満

たす合併となります。

　当市と隣接する市では、「江別市」を含む組合せを選択された方が、「札幌市」

または「恵庭市」を含む組合せに比べて、非常に少ない結果となりました。

　　　　指定されます。北海道では、平成17年10月に函館市が中核市に移行したため、該当する

　　　　市はありません。

　将来合併を検討する場合の組合せについてお聞きしたところ、50％近い方が

「札幌市」を選択されました。

　　ある場合は、その他を選択し、組合せの市町村名を記載していただいています。

注釈　特例市は、政令指定都市、中核市に続き地方分権一括法により、従来、都道府県にあった

　　　　事務権限のうち住民に身近なものを市に移譲する制度として設けられました。

　　　　特例市となる要件は人口20万人以上を有する市で、当該市からの申請に基づいて、政令で

　　　　（平成12年４月１日から施行）

居住年数別

札幌市

札幌市

札幌市

札幌市

0% 50% 100%

5年未満

5～10年

10～20年

20年以上

江別・当別・新篠津 南幌町・長沼町 江別市 札幌市 恵庭市 恵庭市・千歳市
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合併に関する市民アンケート調査（報告）

回答数 構成割合 選択数上位

20 2.6%

69 8.9%

50 6.4%

147 18.9% 選択数３位

207 26.7% 選択数１位

67 8.6%

21 2.7%

184 23.7% 選択数２位

7 0.9%

4 0.5%

776 100.0%

望んでいると考えられます。

合併後の面積や距離的条件

自然環境によるつながり

　今回の調査では、設問の仕方と選択肢の内容は違いますが、「北広島市が

合併後の人口規模

問11　北広島市が将来合併を進める場合、どんな点を重視すべきだと考えますか。

選択肢　（３つまで選択可能）

計

その他

合併後の財政規模・財政状況

通勤、通学、買い物などの生活行動によるつながり

合併後の医療や介護の施設の整備状況

公共職業安定所や保健所などの所管区域によるつながり

歴史的・文化的なつながり

特に重視する点はない

◆「合併後の医療や介護の施設の整備状況」

◆「合併後の財政規模・財政状況」

◆「通勤、通学、買い物などの生活行動によるつながり」

を多くの方が選択されました。

将来合併を進める場合、どんな点を重視すべきだと考えますか。（３つまで

選択）」という設問に対し、

　前回の調査で、「これからの北広島市のまちづくりにおいて、特に優先すべ

きと考える項目を３つまでお答えください。」という設問では、

◆「医療・教育・スポーツを通じて健やかに暮らせるまち」

◆「豊かな自然にはぐくまれたまち」

◆「高齢者や障がい者にとって住み心地が良いまち」

　この結果から福祉・医療の充実など生活本位のまちづくりを市民が引き続き

の順で選択されました。

　今後も市の行政運営や財政状況については、情報の提供が必要と考えます。

の関心の高まりが、回答数に表れています。

　また、夕張市の財政破綻の状況などもあり、自治体の財政規模・財政状況へ
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